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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の形状検出部が設けられた光導通部材を有するファイバセンサである、前記複数の
形状検出部がそれぞれの形状に応じて異なる波長の光量をそれぞれ変化させる形状推定用
センサ部と、
　温度に依存して光吸収率が変化する光吸収体である前記光導通部材に設けられた少なく
とも１つの温度検出部を有する、前記形状推定用センサ部の周辺の温度関連情報を検出す
る温度推定用センサ部と、
　前記光導通部材に光を供給する光源と、
　前記形状検出部を通過した光を検出して前記波長と前記光量との関係である光量情報を
出力することに加えて前記温度検出部を通過した光を検出する光検出器と、
　前記光検出器によって検出される前記温度検出部を通過した光の検出信号を前記温度関
連情報に変換する温度演算部と、
　前記複数の形状検出部の各々についての前記形状と前記波長と前記光量との関係を表す
形状特性情報を含む光量推定関係を記憶する記憶部と、
　前記光量情報と、前記光量推定関係に基づいて算出される前記波長と前記光量との関係
である光量推定値と、前記温度関連情報とに基づいて、前記複数の形状検出部の各々の形
状を演算する演算部とを備えている形状推定装置。
【請求項２】
　複数の形状検出部が設けられた光導通部材を有するファイバセンサである、前記複数の
形状検出部がそれぞれの形状に応じて異なる波長の光量をそれぞれ変化させる形状推定用
センサ部と、
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　温度に依存して光吸収率が変化する光吸収体である温度検出部が設けられた第２の光導
通部材を有する第２のファイバセンサである、前記形状推定用センサ部の周辺の温度関連
情報を検出する温度推定用センサ部と、
　前記光導通部材に光を供給する光源と、
　前記光導通部材を通過した光を検出して前記波長と前記光量との関係である光量情報を
出力する光検出器と、
　前記第２の光導通部材に光を供給する第２の光源と、
　前記第２の光導通部材を通過した光を検出する第２の光検出器と、
　前記第２の光検出器の検出信号を前記温度関連情報に変換する温度演算部と、
　前記複数の形状検出部の各々についての前記形状と前記波長と前記光量との関係を表す
形状特性情報を含む光量推定関係を記憶する記憶部と、
　前記光量情報と、前記光量推定関係に基づいて算出される前記波長と前記光量との関係
である光量推定値と、前記温度関連情報とに基づいて、前記複数の形状検出部の各々の形
状を演算する演算部とを備えている形状推定装置。
【請求項３】
　前記温度検出部は、形状変化が与えられない箇所に配置されている請求項１または２に
記載の形状推定装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの温度検出部は、前記形状検出部の少なくとも１つに隣接して配置
されている請求項１に記載の形状推定装置。
【請求項５】
　前記形状検出部は、曲率に応じて光吸収率が変化する光吸収体を有しており、
　前記温度検出部の前記光吸収体が光を吸収する波長帯は、前記形状検出部の前記光吸収
体が光を吸収する波長帯とは異なっている請求項１に記載の形状推定装置。
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれかひとつに記載の形状推定装置と、
　前記複数の形状検出部が挿入部内に設けられた内視鏡と、
　前記演算部によって得られた前記複数の形状検出部の各々の形状に基づいて前記挿入部
の形状を算出する挿入部形状演算部を備える内視鏡システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明による形状推定装置は、複数の形状検出部が設けられた光導通部材を有するファ
イバセンサである、前記複数の形状検出部がそれぞれの形状に応じて異なる波長の光量を
それぞれ変化させる形状推定用センサ部と、温度に依存して光吸収率が変化する光吸収体
である前記光導通部材に設けられた少なくとも１つの温度検出部を有する、前記形状推定
用センサ部の周辺の温度関連情報を検出する温度推定用センサ部と、前記光導通部材に光
を供給する光源と、前記形状検出部を通過した光を検出して前記波長と前記光量との関係
である光量情報を出力することに加えて前記温度検出部を通過した光を検出する光検出器
と、前記光検出器によって検出される前記温度検出部を通過した光の検出信号を前記温度
関連情報に変換する温度演算部と、前記複数の形状検出部の各々についての前記形状と前
記波長と前記光量との関係を表す形状特性情報を含む光量推定関係を記憶する記憶部と、
前記光量情報と、前記光量推定関係に基づいて算出される前記波長と前記光量との関係で
ある光量推定値と、前記温度関連情報とに基づいて、前記複数の形状検出部の各々の形状
を演算する演算部とを備えている。
　本発明による別の形状推定装置は、複数の形状検出部が設けられた光導通部材を有する
ファイバセンサである、前記複数の形状検出部がそれぞれの形状に応じて異なる波長の光



(3) JP WO2017/221355 A5 2019.4.11

量をそれぞれ変化させる形状推定用センサ部と、温度に依存して光吸収率が変化する光吸
収体である温度検出部が設けられた第２の光導通部材を有する第２のファイバセンサであ
る、前記形状推定用センサ部の周辺の温度関連情報を検出する温度推定用センサ部と、前
記光導通部材に光を供給する光源と、前記光導通部材を通過した光を検出して前記波長と
前記光量との関係である光量情報を出力する光検出器と、前記第２の光導通部材に光を供
給する第２の光源と、前記第２の光導通部材を通過した光を検出する第２の光検出器と、
前記第２の光検出器の検出信号を前記温度関連情報に変換する温度演算部と、前記複数の
形状検出部の各々についての前記形状と前記波長と前記光量との関係を表す形状特性情報
を含む光量推定関係を記憶する記憶部と、前記光量情報と、前記光量推定関係に基づいて
算出される前記波長と前記光量との関係である光量推定値と、前記温度関連情報とに基づ
いて、前記複数の形状検出部の各々の形状を演算する演算部とを備えている。
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摘要(译)

形状估计装置使用形状估计传感器单元，该形状估计传感器单元被配置
为使得根据与多个形状检测单元中的每个形状检测单元不同的波长检测
到的光量不同。 作为获取的波长和光量之间的关系的光量信息，以及配
置为在形状估计传感器单元周围输入温度相关信息的输入单元（130），
以及多个形状检测 存储单元（120）存储光量估计关系，该光量估计关
系包括表示每个部件的形状，波长和光量之间的关系的形状特征信息，
光量信息和光量估计关系，并基于光量估计关系来计算。 计算单元
（110）基于作为波长和光量之间的关系的光量估计值和温度相关信息来
计算多个形状检测单元中的每一个的形状。
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